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アデム®HG〈急勾配盛土地盤補強用ジオグリッド〉

施工断面図

規格・品番

アデムHGはアラミド繊維より生まれた高強力、低伸度、低クリープひず
みのジオグリッドで、盛土補強、地盤補強等に最大の威力を発揮します。

巻込み無し工法（ユニットキャップ工法）

巻込み工法

1.土との摩擦特性に優れ、盛土を強力に補強します。

2.耐候性、耐薬品性、耐寒・耐熱性、また耐衝撃性に優れています。

3.軟弱地盤上の構造物の荷重を分散し、盛土の不等沈下を防止します。

4.ユニットキャップ工法により緑化された急勾配盛土を築造します。

●特長

のり面ユニット
（ユニットキャップ付き）
連結金具

ユニットキャップ

アデム®

固定ピン

層厚管理材

植生シート

のり面ユニット

連結金具

アデム

固定ピン

アデム（HGタイプ）

植生土のう 水平排水材

アデムHGを盛土内に敷設、法面部に法面ユニット（壁面材）を
設置し、ジョイントで一体化する事によって、法面勾配が
1：1.0以上の急勾配盛土を築造する事ができます。

アデムHGを盛土内に敷設、法面部に法面ユニット（壁面材）
や植生土のうを設置し、アデムで巻込む事によって、法面勾
配が1：1.0以上の急勾配盛土を築造する事ができます。

■規格・品番

品　番

HG-  35
HG-  50
HG-  60
HG-  80
HG-100
HG-120
HG-150
HG-200

目合い（縦×横）
（mm）

幅
（m）

長さ
（m）

品質管理強度（縦）
（kN/m）

製品基準強度
（kN/m）

クリープを考慮した
限界引張強さ（kN/m）

伸び率（縦）
（%）

100×28
100×28
100×28
100×28
50×28
50×28
50×28
50×28

36
50
60
80
100
120
150
200

4.5
4.5
4.5
4.5
4.5
4.5
4.5
4.5

1.2
1.2
1.2
1.2
1.2
1.2
1.2
1.2

30
30
30
30
30
30
30
30

34
47
57
76
93
112
139
185

22
30
37
49
60
72
90
120

品質管理強度：『アデム®』ＨＧタイプ製造時に、品質をチェックするために行う品質管理試験（試験片の幅：ストランド１本、引張ひずみ速度：50％/min）において基準となる強度。
製品基準強度：『アデム®』ＨＧタイプが適用される補強土の設計において基礎となる強度で、性能評価試験（試験片の幅：広幅（22.4㎝）、引張ひずみ速度：1％/min）において基準となる強度。

HGタイプ

アラミド繊維（テクノーラ®）高密度ポリエチレン

HG-35、50、60、80 HG-100、120、150、200
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アデム/
RBPウォール

RBPウォール工法 〈切土補強土工法〉

施工イメージ

●特長

急勾配(1分)～緩勾配、法長20mの施工が可能です。

上下いずれの方向へも延伸が可能PC鋼棒による上下連結

RBPパネル
（リバースボルトパネル）

補強鉄筋

プレート

天端コンクリート

グラウト

PC鋼棒

アンカープレート

カップラー
ワッシャ

RBPパネル

スベリ線

PC鋼棒

現況地山補強鉄筋

裏込めモルタル

基準段パネル

順巻き（盛土）

逆巻き（切土）

　「RBPウォール工法」はリバースボルトパネルと鉄筋挿入工(切土
補強土工)との組み合わせにより、切土法面及び法面地山の安定
化による崩壊防止として、応力の小さな地山や、用地に余裕の無
い場所、構造物に隣接した切土箇所等での道路拡幅や宅地造成、
既設構造物の補強、災害復旧・河川護岸工事、急傾斜対策工事、墜
落対策工の受け台、斜面安定工等に適用します。
　地山の掘削は法面上端から、リバースボルトパネルで法面を固
定しながら安全に切り下げていく逆巻き工法です。

1.耐震性
リバースボルトパネルは上下方向にPC鋼棒で連結されています。
そのプレストレス効果により地震などの地山挙動に対し大きな抵
抗力を有しています。

2.施工性
任意の基準段より、上下いずれの方向へも延伸が可能です。また
現地・地盤状況によってはプレストレス効果により、各段毎ではな
く2段施工も可能となる場合があります。

3.安全性
計算により求められた切土高さまで掘削し、直ちに補強鉄筋挿入
工を行うため、常に斜面の 安定が確保できます。
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